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「とめＮＮだより」は，農業農村整備部(通称 NN 部)の広報広聴活動の一環として，登米管内の農業農村整備

事業に関連する活動を広くお知らせする目的で，年４回発行を予定しております。掲載内容についてお問い合

わせ等ありましたら，管理調整班までご連絡ください。 

【東部地方振興事務所登米地域事務所農業農村整備部広報広聴活動推進委員会】 

■平成３０年度農地集積実績の確認調査を行いました！（栗原市若柳，登米市中田町・迫町） 

登米管内で農地整備事業に取り組む３地区を対象に，平成３０年度の農地集積実績について，平成３１年２

月４日（月），２月５日（火）の２日間で確認調査を行いました。農地集積率の向上は，農地整備事業を実施

するための要件となっており，未達成の場合，事業中止となる可能性もあります。確認した３地区については，

目標以上の集積が図られていました。今後も，意欲ある経営体の育成や農地集約による効率的な営農を着実に

推進していくために，事業を通じて支援・指導に取り組んでいきます。 

平成３０年度の農地集積率については，下表のとおり確認されました。 

 

地区名 受益面積 完了年 目標年 目標集積率 H30 実績 

飯島地区 203.6ha H29 H30 63.52% 71.97% 

新井田南部地区 122.5ha H27 H30 74.09% 79.78% 

伊豆沼２工区地区 105.5ha H33 H36 87.04% 99.28% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■登米地域の初期型ほ場整備再生計画を策定しました！ 

平成 29 年 8 月から検討が始まった「登米地域の初期型ほ場整備再生計画」が，平成 31 年 2 月 8 日に決

定されました。当事務所の他，登米市，ＪＡみやぎ登米及び関係土地改良区による初期型ほ場整備再生計画策

定検討会を２回，当事務所内プロジェクト会議を９回開催し，多くの関係者の協力により，登米地域の農業発

展に繋がる行動計画を策定することができました。この場をお借りして，協力いただいた方々に御礼を申し上

げます。 

登米地域は，水田整備率が 85%と県内で最も整備が進んでおりますが，30a 区画で整備した初期型ほ場整

備水田が多く，大区画（50a 区画以上）の整備が決して高くない状況です。本計画では，農地整備事業や農

地中間管理機構を活用して，大区画ほ場等の耕作条件を整備しながら意欲ある担い手に農地集積，集約の促進

を目指しております。その効果として，「次代に引き継がれる農業」，「先進技術による収益性の高い農業」，「宮

城県の食料供給基地としての地位確立」，「耕作放棄農地の発生防止と利用促進」の実現が期待されております。 
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また，2 月 8 日に行われた宮城県主催の平成 30 年度農業農村整備「技術研修会」で，この取組を発表し

たところ，優秀賞をいただき多くの方から良い評価を得ることができました。 

今後は，再生計画に基づく農地整備事業の実現に向け，関係機関と協力して取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■農地整備事業「伊豆沼２工区地区」の進捗状況について 

平成２７年度採択の農地整備事業｢伊豆沼２工区地区｣について，平成２８年度から面工事を開始し，平成３

１年２月現在，地区西側の３０．８ｈａについて区画整理工事，地区東側の６５．３ｈａについて暗渠排水工

事を実施しています。平成３１年春の引き渡しを目指して現場施工を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲登米地域の初期型ほ場整備再生計画 

区画整理工事 

暗渠排水工事 

農地整備事業 伊豆沼２工区地区 

  

 



  【とめＮＮだより 1６号】 

- 3 - 
 
 

宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所 

農業農村整備部 広報広聴委員会（編集:管理調整班） 

 

 ■平成３０年度登米地方農業水利施設ストックマネジメント推進会議を開催しました！ 

平成３０年１０月３１日に実施した「平成３０年度登米地方農業水利施設ストックマネジメント推進会議」

において，出席者から現地研修の実施に関する要望が多く出されたことから，除塵機設備の緊急補修工事を行

っている南方揚水機場において，除塵機設備の日常点検方法等を踏まえた研修会を平成３１年１月２８日に開

催しました。 

 研修会では，南方揚水機場の緊急補修工事の内容や，除塵機設備の劣化・摩耗状況について説明した後，出

席者全員で除塵機設備の状況を確認しました。 

出席者からは「除塵機設備の日常点検をする上で有意義な研修だった」等の意見が多く，今後も定期的に推

進会議・研修会を開催し，ストックマネジメントの普及啓発及び推進を図っていきます。 

 

※南方揚水機場（国営造成施設）の緊急補修工事について 

緊急補修工事は原則として施設管理者（迫川沿岸土地改良区）が事業主体となりますが，本施設は広

域的な排水を担い重要性が高いことから，県営事業で実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲工事業者からの工事概要説明状況  

～復興へ 頑張ろう！みやぎ～ 

〒987-0511 

宮城県登米市迫町佐沼字西佐沼 150-5    

Tel：0220-22-5169   

Fax：0220-22-6015 

E-mail：et-tmnnbkt@pref.miyagi.lg.jp 

URL：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-tmsgsin-ns/ 

▲除塵機設備劣化状況確認 


